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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明 

①当期の経営成績 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、第１四半期においては日銀による金融緩和や政府の

各種経済対策の効果が発現するなかで、株価の回復や円安基調等、景気回復の兆しが見えつつありまし

たが、第２四半期に入りその回復傾向が顕著になりました。当業界におきましても第２四半期以降、自

動車産業向けを中心に堅調に推移しました。 

このようななか当社グループは、第１四半期は在庫調整の影響を受け、第２四半期は一部自動車産業向

け及び建材産業向けが堅調に推移したものの、家電産業向けは在庫調整等の影響もあって依然として販

売が振わず、また、東南アジア地区の販売は予想を若干上回りましたが、全体としては事業環境に厳し

さが残る状況となりました。 

このような結果、当第２四半期連結累計期間の当社グループの売上高は20,092百万円（前年同四半期比

2.0％増）となりましたが、経常利益は、国内においては高付加価値製品の販売数量の低下、また、海外

においては、インドネシア第二工場建設に伴う追加工事費用の発生などから154百万円（前年同四半期比

56.7％減）となり、四半期純利益は157百万円（前年同四半期純損失９百万円）となりました。 

 

②企業集団のセグメント別の状況 

当社グループのセグメント業績は次のとおりであります。 

日本 

国内では、自動車産業向けや建材産業向けが堅調に推移したものの、家電産業向け等での在庫調整の影響

も残り、全体としては非常に厳しい状況となりました。 

部門別の概況として樹脂コンパウンド部門は、自動車産業向けや建材産業向けが堅調に推移しました。樹

脂用着色剤部門は、自動車産業向けや建材産業向けが堅調に推移したものの、家電産業向けの在庫調整の影

響から全体としては低調な結果となっております。最後に、加工カラー部門は、自動車産業向けは販売が伸

び悩んだものの、建材産業向けは回復傾向が見られました。この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高

は11,310百万円（前年同四半期比6.1％減）となりましたが、高付加価値製品の販売数量の低下などにより

26百万円の営業損失（前年同四半期営業利益106百万円）を計上することとなりました。 

 

東南アジア 

東南アジアは、シンガポールを中心に車両関係需要が堅調で、円安の影響もあって、当第２四半期連結累

計期間の売上高は8,460百万円（前年同四半期比14.9％増）となりました。一方、営業利益は、第１四半期

におけるインドネシア第二工場建設に伴う追加工事費用の影響等から163百万円（前年同四半期比25.6％減）

となりました。 

 

その他 

その他は、中国での日系自動車関連の緩やかな回復を受け、第２四半期以降、黒字基調に転じており、当

第２四半期連結累計期間の売上高が321百万円（前年同四半期比14.7％増）、営業損失は３百万円（前年同四

半期営業損失７百万円）となりました。 
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（2）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は25,619百万円と前連結会計年度末の24,208百万円に比べ1,411百

万円の増加となりました。 

資産のうち流動資産は13,787百万円と前連結会計年度末の12,709百万円に比べ1,077百万円の増加となり

ました。この主な要因は受取手形及び売掛金が615百万円、製品、原材料及び貯蔵品が452百万円それぞれ増

加したことなどによるものです。 

固定資産は11,832百万円と前連結会計年度末の11,499百万円に比べ333百万円の増加となりました。この

主な要因は投資有価証券が344百万円増加したことなどによるものです。 

負債合計は14,563百万円と前連結会計年度末の13,775百万円に比べ788百万円の増加となりました。負債

のうち流動負債は11,064百万円と前連結会計年度末の10,567百万円に比べ497百万円の増加となりました。

この主な要因は支払手形及び買掛金が521百万円増加したことなどによるものです。固定負債は3,499百万円

と前連結会計年度末の3,207百万円に比べ291百万円の増加となりました。この主な要因は長期借入金が303

百万円増加したことなどによるものです。また、純資産合計は11,056百万円と前連結会計年度末の10,433

百万円に比べ622百万円の増加となりました。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 26年 3 月期における通期の業績予想につきましては、平成 25年 10 月 23 日に公表しました業績予想

に変更はありません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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（３）【四半期連結財務諸表に関する注記事項】

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第2四半期連結累計期間（自　平成24年4月1日　至　平成24年9月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 (単位：千円）

日本 東南ｱｼﾞｱ 計

売上高

　外部顧客への売上高 12,045,785 7,365,109 19,410,895 280,019 19,690,914 － 19,690,914

　セグメント間の内部売上高 78,373 － 78,373 － 78,373 △ 78,373 －

12,124,159 7,365,109 19,489,269 280,019 19,769,288 △ 78,373 19,690,914

セグメント利益又は損失（△） 106,549 220,372 326,922 △ 7,929 318,992 － 318,992

(注） 1.　「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。　

2.　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　当第2四半期連結累計期間（自　平成25年4月1日　至　平成25年9月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 (単位：千円）

日本 東南ｱｼﾞｱ 計

売上高

　外部顧客への売上高 11,310,963 8,460,728 19,771,692 321,102 20,092,794 － 20,092,794

　セグメント間の内部売上高 65,050 － 65,050 7,758 72,808 △ 72,808 －

11,376,014 8,460,728 19,836,742 328,860 20,165,603 △ 72,808 20,092,794

セグメント利益又は損失（△） △ 26,958 163,989 137,031 △ 3,177 133,854 － 133,854

(注） 1.　「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。　

2.　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

四半期連結
損益計算書
計上額（注

2）

計

四半期連結
損益計算書
計上額（注

2）

その他
（注1）

合計 調整額
報告セグメント

計

報告セグメント その他
（注1）

合計 調整額
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